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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
で
の

 
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
市
民
課
（
☎
82
・
２
１
４
３
／
IP
☎
88
・
９
０
７
６
）

い
よ
い
よ

　

2
月
1
日
か
ら
、
市
内
10
店
舗
を
は
じ
め
、
全
国

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
、
住
民
票
の
写

し
や
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
を
取
得
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
県
内
で
13
番

目
。
利
用
す
る
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
取
得
が
必
要
で
す
が
、
市

役
所
に
行
か
な
く
て
も
、
住
民
票
の

写
し
な
ど
利
用
頻
度
の
高
い
証
明
書

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
住
民
票

の
写
し
の
取
得
な
ど
は
、
住
民
の
方

に
と
っ
て
身
近
で
利
用
頻
度
の
高
い

行
政
手
続
き
の
一
つ
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
よ
り
少
し
で
も
住
民
生
活
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
も
、
今
後

ま
す
ま
す
利
用
の
幅
が
広
が
っ
て
く

る
制
度
。
み
な
さ
ん
に
も
ぜ
ひ
取
得

い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

▲初日にはローソン榛原萩原店でセレモニーを開催

◆取得できる証明書 

○住民票の写し　
○印鑑登録証明書　
○住民票記載事項
　証明書
○戸籍謄本・抄本　
○戸籍の附票の写し　
○所得証明書　
○住民税課税証明書　
○住民税非課税証明書

コンビニ交付　どうやって使うの？

①

④

③②

必要な証明書を選択し 発行する内容を確認！

⑥⑤

マルチコピー機を発見！
行政サービスボタンから

メニューを選択➡ マイナンバーカードを
置いて➡

➡ ➡ 料金を支払い、印刷を待つ
領収書も出てきます！

３分程度で
発行されました（^^）

コンビニ交付サービス開始に伴い、
毎月第２・第４土曜日の市民課窓口は、
４月より終了させていただきます。

【告示日】４月 15 日（日）
【投票日】４月 22 日（日）４宇陀市長選挙及び宇陀市議会議員選挙

18 歳・19 歳の有権者が、初めて投票する市の選挙
これからの宇陀市の未来をつくる選挙
 市長・市議会議員選挙は、まちの代表者を選び、未来の市政を託す大切な選挙

　今回の選挙から選挙公報（候補者の氏名や政見などが掲載されたもの）
を発行します。市内全世帯に戸別配布します。また市役所や各地域事務所
に備えつけるほか、市ホームページにも掲載します。

候補者の情報を知ろう

あなたの大切な１票で
　まちの未来がかわる
有権者みんなで
　 投票しましょう！

問 市選挙管理委員会【総務課内】
（☎ 82・1302 ／ IP ☎ 88・9068）



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
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わ
だ
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み
ん
な
で
子
育
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病
院
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ウ
ェ
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ネ
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市
内
の
空
き
家
解
消
を
目
指
し
ま
す

空
き
家
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会
開
催

　
　
　
　
　
　
問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
9
４
）

▲みらい会議での意見発表の様子

市
民
参
加
の
未
来
づ
く
り

 

総
合
計
画
策
定
　
　 

宇
陀
市
み
ら
い
会
議
開
催
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　

1
月
17
日
、
宇
陀
市
総
合
計
画
策

定
に
向
け
て
2
回
目
と
な
る
宇
陀
市

み
ら
い
会
議
を
開
催
し
、
約
30
名
の

方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
に
開
催
し
た
前
回
の
み
ら
い

会
議
で
は
、
宇
陀
市
の
未
来
に
関

わ
る
数
多
く
の
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
テ
ー

マ
ご
と
に
意
見
を
よ
り
深
く
お
聞
き

す
る
た
め
、６
つ
の
テ
ー
マ
①
観
光
・

情
報
発
信
、
②
教
育
・
子
育
て
、
③

雇
用
・
農
林
業
、
④
健
康
、
⑤
ま
ち

づ
く
り
・
交
通
、
⑥
自
然
・
景
観
に

第2回

■観光・情報発信
・観光客の楽しみ　道の駅をもっとおしゃれに
・宇陀の資源を活かした観光　
　　自然、景観、水を情報発信
・宇陀市内のウォーキング企画
・歴史ある建造物やかやぶき民家を巡る旅
・廃校の利用
・高原植物が育つヨーロッパ並みの気候をアピール　　　　　　　　

など

■教育・子育て
・教育のレベルアップ
・親の子育て力向上　　など

■雇用・農林業
・雇用の創出　・体験農業
・宇陀市株式会社　客は市外、利益は市内
・農産物の集積システムと販売先
・ブランド化の為のＳＮＳ、イベント、有名シェフ

など

■健康
・高齢になっても元気で仕事や遊びに楽しむ健康人

の街
・普段から健康、体について学ぶ　　など

■まちづくり・交通
・交通の不便を感じない街
・高齢者が生活しやすい地域づくり
・行うなら今！団塊世代の活用　　など

■自然・景観
・きれいな街　・郷土愛を育む
・人間を育む街　その中に景観がある
・景観→教養→知性→品性になり存在意義につながる

絞
っ
て
、
関
心
の
あ
る
テ
ー
マ
に
分

か
れ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
貴
重

な
ご
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
元
に
検
討

を
重
ね
、来
年
度
の
完
成
に
向
け
て
、

宇
陀
市
総
合
計
画
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

※
宇
陀
市
総
合
計
画
と
は
、
市
の
最
上

位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
計
画
の
こ
と
で

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
市
政
運
営
の
指

針
、
市
民
に
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
的
な

展
望
を
示
す
も
の
で
す
。

　

空
き
家
で
お
困
り
の
方
向
け
の
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
内
で
も
空
き
家
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

適
正
な
管
理
に
は
早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

空
き
家
の
管
理
や
活
用
で
お
困
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
３
月
24
日
（
土
）　

○
セ
ミ
ナ
ー
（
予
約
不
要
）

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時

○
相
談
会
（
要
予
約
）

　
　
　

午
後
２
時
15
分
～
４
時
15
分

【
場
所
】
市
役
所
会
議
室

【
主
催
】
宇
陀
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空

き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

※
相
談
会
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
会
の
日
以
外
は
常
設
の
相
談

員
が
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
・
受
付
時
間
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

橿
原
市
小
房
町
９
・
３
２

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
７
４
４
・
35
・
６
２
１
１
）

まちが元気になってほしいなあ

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
を

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
」
サ
イ
ト
を
開
設

す
る
ほ
か
、
移
住
定
住
情
報
を
ま
と

め
た
パ
ン
フ
「
宇
陀
で
暮
ら
し
て
み

ま
せ
ん
か
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。　

　

空
き
家
を
売
り
た
い
人
・
借
り
た

い
人
は
、ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。宇陀市　空き家情報バンク

▲空き家情報バンクには写真のほか、
　間取りや詳しい情報も掲載。

明日の宇陀市づくりに向けて
　参加者のみなさんからの提案



「
障
が
い
」
っ
て
？

　
「
障
が
い
」
と
は
、
何
ら
か
の

原
因
で
身
体
や
心
の
ど
こ
か
が
う

ま
く
働
か
な
い
た
め
に
、
日
常
生

活
や
社
会
生
活
で
、
ま
わ
り
か
ら

の
理
解
や
協
力
が
必
要
な
状
態
で

す
。

　

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
障
が
い
の

あ
る
人
も
い
れ
ば
、
病
気
や
事
故

な
ど
に
よ
っ
て
障
が
い
を
う
け
る

人
も
い
ま
す
。
障
が
い
は
、
だ
れ

に
と
っ
て
も
身
近
な
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
、
ど
ん
な
障
が
い
が
あ

る
か
を
知
り
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ど
ん
な
手
助
け
が
で
き
る
の
か
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

※
こ
れ
か
ら
「
広
報
う
だ
」
で
は
定

期
的
に
障
が
い
に
関
わ
る
内
容
を
シ

リ
ー
ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
伝
統
産
業
で
あ
る
毛

皮
革
産
業
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
た
め
、
そ
の
技
術
を
継
承
す
る

意
欲
の
あ
る
方
に
各
事
業
者
に
よ

る
実
習
を
伴
う
研
修
を
実
施
し
ま

す
。

　

多
数
の
方
々
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

平成の薬草のまちを目指して

大和当帰栽培を推進中

▲鹿皮の割り（厚みの調整）

▲毛皮の縫製

宇陀市の毛皮革産業とは・・・
・歴史ある高品質製造直売
・コートからバッグ、小物まで
・メイドインジャパンに恥じない職人技
・日本の伝統を支える技法

は
じ
め
に

　
～
ま
ず
、
知
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
は
じ
め
ま
し
ょ
う
～

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
社
会
に
は
、

性
別
や
年
齢
、
障
が
い
の
有
無
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
ま
す
。
で

は
、
障
が
い
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
ず
は
、障
が
い
を「
知
る
こ
と
」

か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。
知
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、ど
う
す
れ
ば
「
助

け
合
う
こ
と
」
が
で
き
る
か
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

み
ん
な
で
知
っ
て
、
一
緒
に
考

え
、
み
ん
な
で
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
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宇
陀
市
の
伝
統
産
業
「
毛
皮
革
産
業
」
を
振
興

　 
伝
統
産
業
技
術
者
育
成
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
研
修
生
を
募
集
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
商
工
観
光
課
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

【
研
修
コ
ー
ス
】
鹿
皮
な
め
し
・
毛

皮
な
め
し
・
毛
皮
縫
製
・
毛
皮

商
品
企
画 

な
ど

【
研
修
期
間
】
4
月
１
日
（
日
）
～

平
成
31
年
3
月
31
日
（
日
）

　

平
日 

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
応
相
談
）

【
内
容
】
毛
皮
革
産
業
の
将
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
毛

皮
革
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
基

礎
知
識
と
専
門
的
技
術
に
つ
い

て
実
習
を
中
心
と
し
た
教
育
指

導
を
す
る
。

【
定
員
】
若
干
名　
【
費
用
】
無
料

【
申
し
込
み
】
随
時
募
集

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
る
た
め
に

 

障
が
い
の
あ
る
人
に
つ
い
て
知
ろ
う
！

　
　
　
　
　
　
　

 　
　
問
介
護
福
祉
課
（
☎
82
・
３
６
７
５
／
IP
☎
88
・
９
０
８
８
）

市では、「あいサポート運動」
に参加し、全庁をあげて「障
がいを知り、ともに生きる」
ことを目指しています。

「広報うだ」には、記事の
大半に、文字そのものが

「わかりやすく」「読みま
ちがえることがない」ユ
ニバーサルデザインフォ
ントを使用しています。

問 宇陀市薬草協議会（産業企画課内）
　（☎ 82・5874/IP ☎ 88・9075）

　現在、市では薬草協議会が中心となって大和当帰
の栽培を推進しています。
　今年度は、7 月～ 10 月に大和当帰の葉の買取りを
行いました。当帰の葉は、薬草料理やお茶、入浴剤
などの原材料として利用され、健康食品として注目
されています。また、12 月～ 1 月には、市内各地で
収穫された大和当帰の根を集積し、大きさに応じて
買取りしました。買取りした根は当協議会で乾燥・
湯もみ・調整し、生薬問屋に販売する予定です。

■大和当帰苗の予約を受付します
　今年も苗の配布を予定しています。栽培方法など
は、資料とともに説明します。

【対象】市内で栽培される方
　（数量限定の場合あり）

【配布価格】1 本 10 円
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毛
皮
革
産
業
新
商
品
開
発
事
業

商
品
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

原
皮
の
な
め
し
加
工
、
縫
製
、
販

売
ま
で
の
一
貫
し
た
シ
ス
テ
ム
を
持

つ
全
国
唯
一
の
毛
皮
革
産
地
で
あ
る

菟
田
野
。
市
を
代
表
す
る
地
場
産
業

と
し
て
、
市
や
奈
良
県
に
も
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
菟
田
野
産
業
振
興
協
議
会
（
事

務
局
・
商
工
観
光
課
）
で
は
、
こ
の

度
、
毛
皮
革
産
業
振
興
の
た
め
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
聞
く

た
め
、
毛
皮
革
商
品
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
い
ま
す
。

　

毛
皮
革
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
と

新
規
商
品
の
開
発
の
ヒ
ン
ト
と
な
る

よ
う
な
、
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
概
要
】
商
品
モ
ニ
タ
ー
に
採
用
さ

れ
た
方
に
、
菟
田
野
毛
皮
革
事

業
者
や
関
連
事
業
者
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
実
際
に
毛
皮
革
商
品
を
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
率
直
な
意
見
を
い
た
だ

き
ま
す
。

【
実
施
日
】
3
月
19
日
（
月
）

【
場
所
】
菟
田
野
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
菟
田
野
古
市
場
）

【
報
酬
】
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
若
干

の
毛
皮
革
商
品
の
贈
呈
あ
り

【
募
集
定
員
】
10
名

【
募
集
要
件
】
毛
皮
革
商
品
に
つ
い

て
興
味
が
あ
り
、
ま
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
デ
ザ
イ
ン
に
興
味
の
あ

る
方

【
審
査
】
モ
ニ
タ
ー
採
用
に
あ
た
っ
て

は
、
応
募
締
切
後
、
協
議
会
に
お

い
て
選
考
の
う
え
通
知
し
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
３
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
問
へ

市
観
光
協
会
新
規
人
材
発
掘
事
業

人
材
募
集

　

市
観
光
協
会
は
こ
の
度
、
宇
陀
市

に
お
け
る
観
光
振
興
を
目
的
に
、
新

し
く
宇
陀
市
観
光
に
対
す
る
意
見
を

い
た
だ
け
る
方
、
ま
た
４
つ
の
観
光

協
会
支
部
で
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て

協
会
員
と
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
概
要
】
２
部
門
の
人
材
を
募
集

①
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
部
門

様
々
な
経
験
を
持
っ
た
方
で
、
観

光
協
会
の
活
性
化
や
宇
陀
市
の

観
光
に
つ
い
て
4
地
域
全
体
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る

方
。

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

宇
陀
市
観
光
協
会
4
地
区
の
イ
ベ

ン
ト
に
横
断
的
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
方
。

【
面
接
日
】
3
月
下
旬
（
応
募
者
に

個
別
に
連
絡
）

【
場
所
】
宇
陀
市
役
所

【
報
酬
】
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
採
用

後
は
観
光
協
会
員
と
し
て
会
費
の

納
入
（
個
人
１
０
０
０
円
～
）
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
募
集
定
員
】
若
干
名

【
募
集
要
件
】
観
光
に
つ
い
て
興
味

が
あ
り
、
宇
陀
市
の
観
光
に
つ
い

て
協
会
員
と
一
緒
に
な
っ
て
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
る
市
内
在
住
ま

た
市
内
在
勤
の
方

【
審
査
】
い
ず
れ
も
観
光
協
会
の
代

表
、
事
務
局
に
よ
る
面
接
お
よ
び

書
類
の
審
査
を
行
い
、
審
査
通
過

後
、
協
会
員
と
し
て
加
入
い
た
だ

き
ま
す
。

【
活
動
期
間
】
原
則
一
年
間
。
そ
の

後
協
会
と
の
協
議
の
中
で
更
新
を

行
い
ま
す
。

【
申
し
込
み
】
３
月
16
日
（
金
）
ま

で
に
問
へ

宇
陀
市
の
産
業
振
興
を
目
指
し
て

　 
地
場
産
業
と
観
光
振
興
の
た
め
ご
意
見
を
募
集
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
商
工
観
光
課
（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）
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市
長
日
記

▼
2
月
は
、
日
本
列
島
が
寒
波
に
見

舞
わ
れ
、
宇
陀
市
で
も
、
寒
い
日
が

続
き
ま
し
た
。
寒
い
寒
い
と
感
じ
、

考
え
て
い
る
と
何
事
も
お
っ
く
う
に

な
り
が
ち
で
す
。
皆
さ
ん
あ
ま
り
屋

外
に
出
ず
、
室
内
で
暖
か
く
過
ご
さ

れ
て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
健
康
観
は
、
少
し
体
温

を
上
げ
る
工
夫
を
し
て
ま
す
。
毎
日
、

庁
舎
ま
で
徒
歩
で
通
勤
す
る
こ
と
に

よ
り
、
体
が
温
ま
り
、
朝
一
番
の
会

議
や
決
裁
に
積
極
的
に
臨
め
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

▼
市
長
と
し
て
の
任
期
満
了
を
間
近

に
控
え
、
会
議
や
地
域
で
の
懇
談
な

ど
の
場
で
「
少
し
不
安
が
あ
る
」
と

の
声
を
耳
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
様
々
な
政
策
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

が
、
宇
陀
市
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
重
要
な
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
宇
陀
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
、
市
民
皆
さ
ん
に
政
治
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
市
の
今
を
思
い
、

将
来
を
考
え
、
今
何
を
な
す
べ
き
か

を
自
ら
発
言
し
、
行
動
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
宇
陀
市
の
財
政
が
悪
い
と
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
時
の
説
明

で
、
確
か
に
合
併
当
初
は
、
非
常
に

悪
く
、
破
綻
し
た
夕
張
市
に
次
ぐ
ぐ

ら
い
、
経
常
収
支
比
率
が
高
い
数
値

を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
件
費
削

減
を
は
じ
め
、不
断
の
努
力
に
よ
り
、

県
の
中
位
ぐ
ら
い
ま
で
健
全
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
で
す
が
ま
だ
、
決

し
て
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成

32
年
頃
に
な
る
と
、
負
債
の
返
還
な

ど
完
了
す
る
計
画
で
す
の
で
、
そ
の

頃
に
は
県
平
均
よ
り
健
全
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
市
の
行
政
課
題
は
、
少
子
高
齢
、

人
口
減
少
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
再

生
で
す
。
そ
の
課
題
を
解
消
す
る
の

は
産
業
振
興
で
あ
り
、
雇
用
の
創
出

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

が
、
社
会
福
祉
を
支
え
る
仕
組
み
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
構
想
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
、
新
た
な
展
開
を
図
り
、
今
以
上

に
発
展
し
て
ほ
し
い
、
充
実
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
3
月
は
、
議
会
も
始
ま
り
ま
す
。

予
算
は
、骨
格
予
算
と
な
り
ま
す
が
、

継
続
事
業
は
、執
行
で
き
る
状
況
を
、

議
員
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
、
創
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
心
と
体

を
鍛
え
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇

陀
市
を
自
ら
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

春
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。

多くのカメラマンの方が
SNS で宇陀市の美しい
雪景色を発信してくれま
した

　
春
は
、
も
う
そ
こ
ま
で

▲特別番組「全国学校給食甲子園」Ｈ 30.1 月放送

2
年
連
続
！

 
広
報
う
だ
奈
良
県
代
表
作
品
と
し
て

　
　
　
　
　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
‼

問
秘
書
広
報
情
報
課
（
☎
82
・
３
９
１
2
／
IP
☎
88
・
９
０
８
３
）

　

広
報
う
だ
12
月
号
「
特
集
：
で
き

る
限
り 

わ
が
家
で
暮
ら
し
た
い
」
が

平
成
30
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
県

代
表
作
品
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
！

　

県
広
報
協
会
に
よ
る
作
品
審
査
で
は
、

「
誰
に
と
っ
て
も
身
近
で
関
心
の
高

い
介
護
問
題
を
、「
在
宅
」
と
い
う

視
点
で
切
り
取
っ
た
特
集
は
充
実
し

た
内
容
。
記
事
量
は
多
い
も
の
の
、

カ
ラ
ー
を
生
か
し
た
写
真
の
あ
し
ら

い
や
、
小
見
出
し
を
上
手
く
使
っ
て

メ
リ
ハ
リ
の
効
い
た
レ
イ
ア
ウ
ト

に
し
た
こ
と
で
、「
読
ん
で
み
よ
う
」

と
思
わ
せ
る
誌
面
に
な
っ
た
。
笑
顔

の
多
い
写
真
も
目
を
引
く
。

　
「
う
だ
ぢ
か
ら
」「
記
紀
万
葉
と
宇

陀
市
」「
薬
草
逍
遥
」
と
い
っ
た
コ
ー

ナ
ー
も
全
体
の
中
で
バ
ラ
ン
ス
良
く

配
さ
れ
、
読
者
の
手
に
取
ら
せ
る
効

果
を
生
ん
で
い
る
」

と
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
映
像
の
部
で
は
今
年
放
送

し
た
宇
陀
市
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
特
別

番
組
「
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
」
決

勝
大
会
を
出
展
。

　

残
念
な
が
ら
入
選
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、

「
給
食
メ
ニ
ュ
ー
に
す
る
上
で
の
学

校
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
思
い
や

工
夫
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
ど

ん
な
ふ
う
に
こ
の
給
食
を
味
わ
い
、

そ
こ
で
何
を
感
じ
、
地
域
を
ど
う

見
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
ど
が
描

け
れ
ば
宇
陀
市
の
す
ば
ら
し
さ
が

市
内
だ
け
で
な
く
外
の
人
た
ち
に

も
伝
わ
る
と
思
う
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
・
番
組

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▲広報うだ 12 月号

宇陀市ホットニュース

また、９月号「特集・カラ
ダヨロコブ」は全国広報
専門誌で紹介されました



特
　
　
集

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

病
院
・
ウ
ェ
ル
ネ
ス

お
知
ら
せ

掲
示
板

う
だ
チ
ャ
ン

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス
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親
子
2
代
で
左
官
業
を
営
ん
で

い
ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
旧

大
宇
陀
町
に
は
古
い
ま
ち
な
み
が
残

り
、
国
の
重
伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ

た
「
宇
陀
松
山
」
で
仕
事
の
ご
縁
を

い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。
現
場
か
ら

の
学
び
は
多
く
日
本
伝
統
建
築
「
職

人
技
術
の
最
盛
期
」
と
い
わ
れ
る
江

戸
末
～
明
治
期
の
職
方
の
残
し
た
手

業
、
建
物
の
修
復
に
携
わ
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
こ
と
は
職
人
人
生
の
大

き
な
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昔
は
「
大
工
・
瓦
屋
・
左
官
屋

が
い
れ
ば
家
が
建
つ
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
「
建
て
る
」

と
い
う
よ
り
「
家
を
買
う
」
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
我
々
左

官
業
も
次
第
に
絶
滅
危
惧
種
の
よ
う

に
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
ね
。

そ
ん
な
中
、
家
業
Ｐ
Ｒ
の
た
め

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
の

で
す
が
、
そ
れ
が
功
を
奏
し
て
テ
レ

ビ
局
か
ら
海
外
で
か
ま
ど
作
り
の
技

術
指
導
の
オ
フ
ァ
ー
が
あ
っ
た
り
、

全
国
各
地
か
ら
か
ま
ど
作
り
の
依
頼

を
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
海
外
で
の
経
験
は
本
当
に

印
象
深
く
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ド

な
視
点
か
ら
日
本
文
化
・
生
業
の
左

官
と
い
う
も
の
を
再
認
識
す
る
機
会

に
な
り
ま
し
た
し
、
職
人
と
し
て
の

幅
も
広
が
り
ま
し
た
。
最
近
は
、
法

隆
寺
な
ど
の
重
要
文
化
財
の
修
復
作

業
に
も
関
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
職

人
と
し
て
の
自
分
の
方
向
性
も
定

ま
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
、
時
代
の
流
れ
で
価
値
観

も
変
わ
り
、
昔
の
よ
う
に
生

家
の
古
民
家
を
補
修
し
長
く
住
む
、

と
い
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
活
躍
で
き

る
場
が
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
先

人
の
手
業
か
ら
感
銘
を
受
け
た
よ
う

に
、
職
人
と
し
て
「
本
物
」
の
手
仕

事
を
追
及
し
て
い
く
こ
と
が
自
身
の

進
む
べ
き
道
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
「
モ
ノ
づ
く
り
」
に
携
わ

る
職
人
と
し
て
、
日
本
人
が

古
来
か
ら
持
つ
価
値
観
や
「
モ
ノ
」

に
対
し
て
向
き
合
う
心
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
し
、
仕
事
を
通
じ
て
、

そ
ん
な
想
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

善
塗
多
望
　

　
～
本
物
を
目
指
し
て
い
き
た
い
～

　
　
　
　
　
　
　
左
官
業　
　
宮
奥
淳
司　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
宇
陀
黒
木
）

減
を
は
じ
め
、不
断
の
努
力
に
よ
り
、

県
の
中
位
ぐ
ら
い
ま
で
健
全
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
で
す
が
ま
だ
、
決

し
て
良
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成

32
年
頃
に
な
る
と
、
負
債
の
返
還
な

ど
完
了
す
る
計
画
で
す
の
で
、
そ
の

頃
に
は
県
平
均
よ
り
健
全
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

▼
市
の
行
政
課
題
は
、
少
子
高
齢
、

人
口
減
少
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
再

生
で
す
。
そ
の
課
題
を
解
消
す
る
の

は
産
業
振
興
で
あ
り
、
雇
用
の
創
出

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
行
す
る
こ
と

が
、
社
会
福
祉
を
支
え
る
仕
組
み
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ

テ
ィ
構
想
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な

ど
、
新
た
な
展
開
を
図
り
、
今
以
上

に
発
展
し
て
ほ
し
い
、
充
実
し
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

▼
3
月
は
、
議
会
も
始
ま
り
ま
す
。

予
算
は
、骨
格
予
算
と
な
り
ま
す
が
、

継
続
事
業
は
、執
行
で
き
る
状
況
を
、

議
員
の
皆
さ
ん
と
議
論
し
、
創
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
心
と
体

を
鍛
え
て
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
宇

陀
市
を
自
ら
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

春
は
、
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
き
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
！

 
宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
応
援
補
助
金
事
業
を
募
集
!!

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
（
☎
82
・
３
９
１
０
／
IP
☎
88
・
９
０
９
４
）

【交付申請書の受付】
3 月 1 日（木）～ 26 日（月）

【書類審査】3 月下旬

【公開プレゼンテーション】
4 月 8 日（日）〈予定〉

【補助金交付決定通知】
5 月上旬

【事業の実施】
交付決定後～３月末までに終了

【実施報告書の提出】
事業が終了次第

【補助金の交付】

◇補助金交付までの流れ◇

▼

▼

▼

▼

▼

▼

宇陀市 まちづくり応援

　

市
民
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
必
要
な
経
費
を

補
助
し
ま
す
。

　

地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
提
案
を
待
っ
て
い
ま
す
。

【
応
募
期
間
】

　

３
月
１
日
（
木
）
～
26
日
（
月
）

【
対
象
】
次
の
要
件
に
該
当
す
る
団
体

○
市
内
で
主
に
活
動
し
、
３
名
以
上

で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
う
ち

半
数
以
上
が
市
内
に
在
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
）

○
定
款
、
規
約
、
会
則
等
に
基
づ
い

て
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

○
政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
営
利
を

目
的
と
し
な
い
団
体
で
あ
る
こ
と

【
対
象
事
業
】
市
内
に
お
い
て
実
施

す
る
新
規
ま
た
既
存
事
業
拡
充
と

な
る
事
業
な
ど

○
産
業
・
も
の
づ
く
り
の
振
興

○
観
光
振
興　

○
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
児
童
生
徒

の
健
全
育
成
推
進　

○
芸
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
生

涯
学
習
の
振
興　

○
景
観
美
化
、
環
境
保
全
、
地
域
の

安
全
推
進　

○
そ
の
他
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
事
業

【
事
業
期
間
】

　
原
則
単
年
度
の
事
業
と
し
ま
す
。

※
複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
年

限
度
で
対
象
に
な
る
場
合
あ
り
。

【
補
助
金
の
交
付
額
】

　

補
助
対
象
経
費
か
ら
事
業
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
収
入
を
差
し
引
い
た
額

と
し
、
50
万
円
が
上
限
。

※
複
数
年
事
業
に
つ
い
て
は
、
２
年

目
は
40
万
円
、
３
年
目
は
30
万
円
が

上
限
。

【
募
集
要
領
な
ど
】

　

詳
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
、

各
地
域
事
務
所
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

【
審
査
の
基
準
】
○
新
規
性 

○
公
益
性

○
必
要
性　

○
実
現
性　

○
発
展
性

【
事
業
の
公
表
】
事
業
団
体
名
・
代
表

者
・
事
業
内
容
は
、
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

※
本
事
業
は
、
平
成
30
年
度
予
算
成

立
後
、
速
や
か
に
事
業
が
開
始
で
き

る
よ
う
事
前
に
募
集
手
続
き
を
行
う

も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
予
算
成
立

に
伴
い
、
内
容
変
更
が
あ
り
得
る
こ

と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

法隆寺土塀の修復作業


	3003_8
	3003_9
	3003_10
	3003_11
	3003_12
	3003_13

